フランス絵画の贈り物　とっておいた名画
住友グループの企業文化力Ⅲ　特別展
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　住友家は明治時代に住友グループの礎を築き、実業のかたわら芸術や文化事業にも高い関心を示し、各事業所に絵画を飾ってビジネスに花を添えていた。
　長年にわたって住友グループ各社が収集した様々な絵画作品は、一般には知られることがなかったが、最近になって収蔵されている数々の絵画作品を紹介すべく第１回「花」、第２回「パリに留学した日本人画家たちの逸品」をテーマに公開し、今回の第３回の展覧会は「近代フランス史上に名を残した画家たちの作品」に焦点を当てて特別公開示している。
　　　クロード・モネ　　　　　　　　　ジャン＝ポール・ローランス
　　《モンソー公園》　　　　　　≪マルソー将軍の遺体の前のオーストリア
1876年　　　　　の参謀たち≫　　1877年
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　展示品は、バルビゾン派の「ミレー」、印象派の「モネ」「マネ」、新印象派の「シニヤック」、フォーヴィスムの巨匠「ブラマンク」、エコール・ド・パリの「シャガール」など、おなじみの画家たちの知られざる逸品「約40点」である。
＜　主な展示品　＞、
モネ　　　　≪サン・シメオン農場の道≫、ローランス　　≪年代記≫
シャガール　≪黄色い太陽と旅人たち≫、　ミレー　　　　≪古い垣根≫
エンネル　　≪赤いマントの女≫　、　　　シニャック　　≪パッシイ≫
ポ―シャン　≪野花≫、　　　　　　　　　ジャン　　　　≪裸婦≫　　など。
